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態篭 構造海 曹案分類の調査研究（第5報）  

日田産業工芸試験所 高 野 あ や  

要 旨   

企業ば、永年芳うちにその企業法喜だきカラーが確立される。地場くの企業にお㌔ても、亡 そ～つカラ、▲“、の打ち出L万は残′や  

であり、弓 企業イメ、両ジを失わない経営や製品㌍発を行っている。   

Lかし上井潔から≡辻の企業がどのように受′ナ取られているのかを把達している企業ほあまりない。   

そこで、む こ各所究ほ企業の第一イ賢針こあたるカタログや、展示販売店での商品の実寸測定や聞き取り調査によって～  

商品イメーージがどのように安らテ取られるかを明らかにLようとLたものである。  

′二…、企業のカラ血が明確となり、薪廃品群発をする場合の指針や、企業イメ仙ジの転換の際の基  そCつ訴萱結果に「ニ～  

童デー・タとなる。窒た、≒デーー仙タの活′掛 こよってほ∴言極投遽や商品管整、直販童塵仁，付加など企買の経営面へも役立  

つことが芽室待さ㌢ノるもク〕である。  

（1）子音0，＝密晶子ー 夕の通L番号  

（2）牢止年度＝商品の製造［中止年度  

！：3）会社名＝対象企業名  

（4）コード＝対象企業力萌晶記号   

三社は、カタログがなく取引は商品名で行っている。  

そのため、コ椚ド番号は設定していなかった。  

（5）シリーズ名＝対象企業の商品にシリ…ズ名があるか  

否かを問うもの   

E社には、シリ∬ズ名がなかった。  

（6）品名＝三社固有の商品名  

（7）品名タイプ＝品名がどのようなジャンルに分げられ  

ているかを問うもの   

E社では、品名には使用場所、ふ用途、素材名、形態名、一  

性別を複合Lてつけていた。  

（8）商品穫頸＝商品を穫繹別に分撃Lたもの   

スlトノバ蜃ノミール◎モード◎ソフト鼻 ビ川チサンダル抄  

スポソジに分顆Lた。。ニ丸ほ、㌔ E社での分額方法をその  

まま採用したもので、各々ば木製はきものの歴史に関係  

Lており、定義は下記の通りである。   

本来、木製はきものほ下駄から派生したものである。 

道路が舗装されるにともない、木製はきものの裏にも、  

スポンジやゴムを貼った。業界では、そのスポンジやゴ  

ムのことを総称Lて、「ソフト」と呼んでいた。   

下駄。・・木地に2枚の歯のついた形態で、木地に鼻緒を  

すげたもの。  
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∴ ニ二   

哀訴究；′ま、今後の製品繋発の方向や指導の指針を得る  

を羞窯  ために、寵填で生産される商品について必要軍巨  

L、データ入ブコ 麹検索公算も‡することによって各企業湾  

頭品イメ血ジや懐菌を浮き彫りにしようとするもので為  

り、本年度が5カ年計画の最終年度である。  

㌃ 言瓢直方法   

過去4年間は、家具業界から2喜L 工芸業界から2社  

を選び、カタログからデ、－タ入力を行った。   

去年度ほ、、太製はきものを対象とすることとL、サン  

プルデ山タとLて太製ほきもの芸界の串から三社を選定  

でゝ －・－   

三社は調査当時、喜社独責てさカタログがなかったため、  

主に発き取り調査を行った。  

3℡ 誘憂籍霧盈ぞダ考察   

調査は三社芳雇香南品のみ行った。   

三社の商品は、定番商品だセでも優に1ウ0品冒を超え  

る。それらの商品を、、バンドや鼻緒の種類で整理すると  

8‘ア品目になる。   

さらにサイズが何種築かに分かれている形態を一つの  

データにまとめると、データの件数ほ41件になった。   

以下、入力項目の説明とE社のデータを入力項目別に  

検索した結果を述べる。  
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ソフト…木地に鼻緒をすげ、スポンジ等がついている  

もので、下駄の形態以外のもの。   

モード（時代履き）ロー∵服装の変化に伴い、下駄を履か  

なくなったため、時流に乗ろうと鼻緒をバンドに変えた  

商品。木地にバンドをつけた履物のことで、左右が無く、  

側面の形態はBとC（函一ユ 参照）とが有り、スポン  

ジ等の有無にかかわらない。Cほ特別注文品で、今回の  

調査対象としなかった。   

パール…E社独自の商品で、モードとほぼ同じである  

が、左右が有るという点が違う。   

スリッパ…室内用に開発したもので、かかとを無くし、  

スポンジを柔らかくしたもので、側面の形態はÅ昏D  

（図【1 参照）である。Dは特別注文品で、今回の調  

査対象としなかった。   

ビーチサソダル…ソフトの一種で、鼻緒の種額が特殊  

で、裏ゴムの種凝がソフトと違うため、。E置二が受注用に  

名称を付けたものである。   

スポンジ…ソフトやパ…ルの一種で、裏ゴムの種察が  

ソフトと違うため、琵社が受注用に名称を付けたもので  

ある。   

商品穫額別の定義と構成割合をまとめると、表－ユ  

（囲【一1 参照）やグラフーユのようになった。  

衰一1 三社の木製はきもの定義衰  

グラマー瑠 監故の商品構成割合  

（9）使用場所＝藍社が設定した自社商品の愛用場所を問  

ち 嘉、爪  
ノてj〉ノ   

室内と室外に分笑頁Lた。   

室内ほ守一ー∧チサンダルの半数とスリッパの壇窺で、Y 全  

品毎の27％だった。   

室外はど両チャンタル、ニつ半数とパー、ル克モ…¶ドっ ノノ  

しじスボンノジだ穫誓で、と 全品種のア3．％であった。   

ビーチサンダ′ナレに室内用のものがあったため、背き取  

畑調査したところセ tご椚チサンダルは、平面図の形態が  

足型で鼻緒をすぼているため、足の健康からスリッパの  

変わりにしたいという要望があり、室内向けに柔らかい   

．．＿．、▲∴  

図－1 平面図庖側面図 形態衷   
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（14）かかとの有無＝木地を側面から見た形態に顕著にか  

かとがあるかどうかを問うもの   

側面図の形態では、B◎Cの形態にかかとがある。   

かかとの有無と使用場所の関係は、表－2のようになっ  

た。   

襲用場所に室外を想定し、かかとの有る形態は全品種  

の61％であった。室内を想定している商品にほ、かかと  

がなかった。   

干 モ二‡キニ∴■r一二三二∴∴こごこ守二  

裏ゴムを貼って、販売しているとのことであった。  

（10）平面図＝履物を真上からみた形態   

形態を11軽質に分額できた。   

平面撰と商品種類の関係は、グラフ【2のようになっ   

た。   

ニの蓑かち、ソフトを除くと商品毎額ごとに形態が一  

定していることがわかった。  

ゲラブ仙2 平面珂Lと商品穫警重箱関係  
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（15）サイズ蔓性別＝ほきものの大きさとE社が設定して  

いる性別 LL㊤L浄M㊥Sに分け㌔○〉く式にして  

記ス少した。また、LLLサイズと子供サ／す－ズは備考  

欄に記ス旬Lた。   

〔′こ こ′ほ27c㌫のサイ でで6つの商品がぁった。  

子供用の履物は㌔ ユ5～21こmの問に5つのサイズが  

あり、打つ変った。   

E社では、ふ 履物のサイズが次のように揃うと、LLL包  

LL包Lを男性用、毎 お‡を女性用、。LL忠L◎勤王を兼用と  

して∴設定↓ていた。  

（16）木地種額＝商品を構成している主な木地種額   

藍社でほ、スギ童ヒノキの2穫に分質された。   

デ…タでぼ、スギが全品種の87誉6％で、ヒノ辛が12き4  

％になった。   

聞き取り調査によるとヒノキは受注生産であるため、  

実際の生産量ぼ∴ 二全体の生産量の1％に満たないそうで  

ある。  

（17）木地仕上げ＝木地の仕上げ方法   

民社ではも スギが白焼き仕上げでヒノ辛が黒焼き仕上  

げをしていて、横磯によって仕上げ方法が決まっていた。  

（18）素材の構成＝複数の材料を液用しているかどうかを  

問うもの   

E社では、木地部はスギ診ヒノキで、バソド部には布  

や皮革等の素材、裏面にゴムを貼るなど複合した素材を  

使用していた。  

（19）バソドか鼻緒＝バンドと鼻緒のどちらが木地につけ  

Ⅶ115一   

（三1）形態＝商品の形態別分額   

商品の形腰を丸形あ半月形¢足形∂左右察しに分顕し   

′－  －  

（ヱ2う芹宕のき有無＝履物に左右を人丸換えて驚く；ことが可  

能かどうかを問うもの   

平面図が半月形か足形の商品は左右の履き替えは不可  

能であった。   

履き替えが可能な商品ほ、全品牽の舅」庚であった。  

（13）側面図＝履物を裏賽からみた形態   

今回の調査でほ、監社の形態を．Å⑳B｝Cき†〇の4種  

額に分頸できた。（屈ト∴ 参照）   

側面図と商品毎顕の関係ぼ、グラフ肌川3のようになっ  

子ー ∫」⊂）   

Bの形態が全品種の48。8％を占め、一番多いことがわ  

かった。以下＼ち A′が29。3％、Cが12。2％、Dが9。8％で  

－む・     J   

て－－  

グラマー仙。慧  側面㌍と商品積雲頁の関係  

㈹
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られているかを問うもの   

商品種頸ではスポソジは両方あり、ソフトとど一チサ  

ソダルは鼻緒で、スリッパとパールとモードはバンドが  

つけられていた。   

鼻緒をすげているのは、全品種のうち75ら5％であった。  

（20）バンドと鼻緒の種額＝バソドと鼻緒にどのような素  

材を使用しているかを問うもの  

（21）ゴムの硬さ＝木地の裏に貼られているゴムの硬さを  

問うもの   

側面からみた形態にかかとがある場合は、ゴムは、前  

後2枚に分かれる。   

監社では、妻トー3のようにゴムの硬さは使用場所によっ  

て、室内用と室外用を分けていた。   

衷仙3 裏ゴムの硬童と健済場所の関係  

ので、現在はカタログの必要性はほとんど無い。   

今回調査したデータに商品の写真を加えると、カタロ  

グの製作もできるが、バソドと鼻緒の流行は毎年変わる  

などの問題点もあり、即座に製作することはできないが、  

E社が直販榛能を持つようになると、このデータの活用  

範顔は増えるものと思われる。   

日田地区の木製はきもの業界は、分業体制で生産が行  

われている。商品の卸業者数に対して、木地加工業◎焼  

き加工業老数が少ない。   

そのため、同一の木地形態が卸業者から販売され、流  

通している。   

もののあふれる時代となって、商品の差別化が叫ぼれ  

て久しいが、このような状況から、木地加工による差別  

化は難しい。   

木地の形態以外の要素で、企業独自のカラーを出そう  

としているが、見た目だけでほ一般生活者（消費者）に  

企業のカラーがわかるほどの違いは見受けられない。   

冨田地区の企業において差別化を図るには、各企業が  

一貫生産販売を可能にし、木製ほきものの大きな構成要  

素である木地加工に独自性をもたせることや商品自体の  

貿を高め ることである。   

一貫生産に移すことのできない企業ほ、木地加工以外  

の要素の研究に全力を往く、、とともに、他社との違いを生  

活者に理解Lてもらうための手段が必要である。   

以上のような状況下で、E社は、木地加工り焼き加工合  

仕上ば由卸業にわたる一貫生産販売が可能な企業の一つ  

であり、木製ほきものの使用方法にあったスポンジやゴ  

ムの開発にも意欲的である。   

E社が他社との違いを生活者に理解してもらうにほ、  

企業からの情報発信が必要であろう。   

E社ば一貫生産販売が可能なことから定番商品以外の  

商品が数え切れないほどある。   

企業の商品展開として多品種少量生産に重点をおいて  

拡大してきたがも さらなる発展を図るためにほ、商品の  

分頸整理を行う必要があろう。   

E社が自社の商品の見直しをする際、今回、調査した  

内容と方法は有効に活用されるものと考える。   

至 

（22）履き心地＝E社が商品の履き心地をどの様に想定し  

ているかを問うもの。   

E社で土踏まずが上がっているものを「笹康ゲタ」  

（履物）と呼んでいるため、土踏まずが上がっている商  

品の履き心地を「健康」とした。   

履き心地と商品種類の関係を見てみると、どの商品も  

履き心地が「健康」になる商品があった。   

「健康」の商品ほ、全品種の82。9％を占めた。  

（23）箇格＝商品の価格   

問屋との取引価格や物産展での価格は、変動があるた  

め調査データとLてぼ残さなかった。   

傾向を大まかに述べると、価格はバソドと鼻緒の素材  

によって変わり、木地の大きさでは変動しない。   

E社でほ、現在、商品自体に製品名や、コード番号を  

つけることは難しいので、電話で受注する際に、バソド  

の柄や、木地の形態などを特長として受けている。   

E社にはカタログと呼べるものはないが、包装紙に商  

品が小さく印刷されており、包装紙を切り抜いて注文す  

る人もいるそうである。   

E社の販売先は約70％が問屋、約30％が物産展である  
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